
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

桜ヶ丘 とさかのか（toSAKAnoKA） 

グループ結成の

経緯・応募に至

った経緯 

横須賀での空き家DIYを経て横浜保土ケ谷へ移住。自称ADHD気質としての生き

づらさを背景に、群れる集団が苦手な凸凹のある人や高齢者が、適度な距離

で緩やかにつながる自活型拠点を創るため。 

現在の主な活動

内容・活動実績 

横須賀での空き家改修のプロセス開示を通じた、町内会長や住民との緩やか

な相互扶助コミュニティの形成。専門知（技術・情緒・経営）を記述する

「カスタムカルテ」による相談窓口の運用実績。 

提案場所 
横浜市保土ヶ谷区桜ヶ丘2丁目 

提案名 

（25字以内） 

途中のアトリエと静かな縁側の渦のかたち 

提案する施設の

概要（80字以内） 

傾斜地空き家をDIY改修し、空き家相談窓口の常設、月一の「静かな図書

室」、年数回のイベントで街の人の役割（お節介）を誘発し緩やかにつながる

「現代の縁側」の創出。 

具体的な整備内

容（【ハード整備】

何 を 整備 しま す

か。） 

地域開放を行うスペースの機能維持・防犯・安全対策に補助金を集中投資。 

①【2階ベランダ外壁・防水補修（150万）】来訪者が安全に集うためのベラン

ダ外壁の剥奪危険箇所補修、および着脱式看板用の下地設置。 

②【内装仕上げ・プライバシー分離可動壁（200万）】開放時、不特定多数か

ら家族の私的空間を確実に分離し、安全を守る可動間仕切り壁の施工。 

③【調光ダクト照明・パブリック手洗い場（150万）】多目的な活動に対応す

る調光照明、および工作・湯茶用の専用手洗い場の新設。 

【自己持ち出し（想定計850万）】申請外の家具・1階生活エリア材料費、自主

設計施工の人件費等。10年かけDIYで育てます。 

※なお、法適合に関しては「その他の資料」に記載の通り、関係省庁と事前
協議を行います。 

整備費用の概算額：約  500万円 

活 用 イ メ ー ジ
（【ソフトの取組】

提案する施設でど

のような活動を行

いますか。整備す

る場所に触れて説

明してください。） 

随時受付の相談窓口では、空き家相談を受けるだけでなく、住民から街のお

困りごとや地域のルール・知恵を教えてもらうことで、新参者の自分が「助

けられ、緩やかにつながる」関係性を形成。 月1回は「静かな図書室」と

「自主施工の見学日」として開き、騒がしい集団が苦手な人や高齢者に「静

かな居場所」を提供。同時に改修プロセスを全開示し、地元DIY好きから助言

をもらう環境を構築。 申請外1階にて年3.4回の模型ワークショップや、フェ

アトレード飲食店とのイベント等を仕掛け、既存地縁も活かして住民が集ま

るきっかけを作る。 

提案の背景（な

ぜ 提 案を する の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

横浜の傾斜地が抱える接道不良や急傾斜による空き家放置リスクは、ここ保

土ケ谷の住宅地にとっても対岸の火事ではありません。しかし、桜ケ丘には

今も静かで寛容な、大変心地よい空気感が奇跡的に残っています。この美徳

を未来へ繋ぐためにも、既存の賑やかなコミュニティに馴染むのが苦手な、

自称ADHD気質を持つ私のような凸凹のある人々が、街の調和を乱さずにそっ



触れて説明してく

ださい） 
と最適化していける「静かな選択肢」が必要です。 

新参者である私がこの街のルールや知恵を学び、馴染むためにも、まずは正

直に不完全さを開示し、「助けてもらう」ことで関わり代を作りたい。大きな

集団とは適度な距離を保ちつつ、建築士の職能を活かして街へ恩返しをしな

がら、新たな緩やかなつながりのレイヤーをそっと重ねます。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

密な運命共同体ではなく、個人の尊厳を守る「適切な距離感（ハーフ・パブ

リック）」が育まれた地域。昭和の家が襖を開け放ち私を公へと変容させたよ

うな、空間の「しつらい」を現代に再解釈し、街と柔軟に接続します。 

「完璧な管理者」が住民を一方的に支援するのではなく、管理人の不完全さ

（凸凹）を開示する「フック」をちりばめ、周囲の住民が「お節介」として

不定期に立ち寄れる弾力的な関係性の器を創ります。 この場を、既存の町

内会や地縁組織の下へ「そっと重ね合わせる」ことで、双方が固有の立場を

保ったまま無理なく補完し合える自治の土台を構築。アメーバのように緩や

かに交差する「風通しの良い寛容な地域社会」を保土ケ谷から実装します。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

横須賀の空き家改修で培った、お節介を誘発する協働モデルを保土ケ谷に還

流させます。プロセスを正直に全開示し、地元のDIY好きからアドバイスをも

らったり、庭木剪定が得意な住民が手伝いに来たり、町内会長が来客を誇ら

しげに案内するような、主体的で愛のある「お節介の生態系」を編み上げま

す。 同時に、設計者やITアーキテクトらの専門知も還流。全員が一堂に集

まり義務的に労働する昭和型ではなく、各アクターが都合の良いタイミング

で非同期に関わる「見守り型普請」を構築します。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

この地域の地勢（階段道路、傾斜地）は、土砂災害や空き家放置のリスクを

内包しています。 私達が開発する専門知の記述システムを活用し、住民と

対話しつつ空き家をカルテ化していくプロセス自体を、地域の対話と接触の

きっかけとして機能させます。 月1回の開放日に賛同し、自ら役割を見つけ

てくれた手伝い手や地域住民には、信頼関係に基づき不定期に立ち寄れる

「ハーフ・パブリックな縁側」として場を共有。 既存の町内会とも、建築

士の職能を通じた適度な距離感を保ちながら、挨拶や相談の受け皿として既

存の地縁組織の下へそっと重ね合わせ、並走・並立する持続可能なパートナ

ーシップを構築します。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

地域拠点の維持における最大の課題は、数年後の運営費枯渇と、労働の義務

化による住民の負担増です。 本提案は、平日は一級建築士事務所として稼

働し、維持管理費や光熱水費を100%自己の経営体力でカバーすることで公的

補助に一切頼らず、整備された空間を10年間確実に地域へ還元し続けます。 

また、失敗や迷いのプロセスを正直に開示して周囲の「お節介」を誘発する

設計は、横須賀にて町内会長を巻き込み良好な関係を築いた実証済みのシス

テムです。 公金を1円も維持費に依存せず、専門職の自活基盤、生きづらさ

を抱える人の居場所、既存の地縁が適度な距離感で共存する、持続可能な持

込型インフラとして機能させます。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

土地・建物所有者 メンバー自身が所有 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第１次提案書（添付書類を含む）の内容に個人情報は含まれていません。 



位置図（広域・詳細）

※出典：横浜市行政地図情報提供システム iマッピー

広域図

詳細図

 桜ヶ丘 とさかのか（toSAKAnoKA）

計画地



現況写真

 桜ヶ丘 とさかのか（toSAKAnoKA）



ヨコハマ市民まち普請事業：活用イメージ図 
提案名： 『途中のアトリエと静かな縁側の渦のかたち』 
提案グループ名： 桜ヶ丘 とさかのか（toSAKAnoKA） 

■ 1. 通常時と開放日の空間使い分け（平面・階層ゾーニング） 
日常と活動日の空間をスマートに可変させることで、家族のプライバシーを侵害せず、不特定多数および地域住民
と適切な距離感（ハーフ・パブリック）で接続・共生する設計モデルを確立します。

 
※まち普請スペースにおいて、プライバシーを守る可動壁や外壁サインベース等、パブリックを開くからこそ不可欠なハードに補助金を集中させる。 

■ 2. 「桜ヶ丘 とさかのか」 10 年間の段階的 DIY ロードマップ（プロセスの開示） 

 
■ 3. 「渦のかたち」のコモンズ：集まり方のグラデーション 
● ◎ [外渦：月1回] 2 階一般開放（静かな図書室・ワークショップ等）、1階事務所（不特定多数OK） 
● ○ [内渦：不定期] DIY 施工中の見学日（予約制や知人となった「友達」限定のハーフ・パブリック空間。住
宅部分への不特定多数の立ち入りを防止） 

● ● [中心：平日] 1 階 SOHO事務所実務（固定費自活）および家族の日常生活空間 



ヨコハマ市民まち普請事業：その他の資料 
提案名： 『途中のアトリエと静かな縁側の渦のかたち』 
提案グループ名： 桜ヶ丘 とさかのか（toSAKAnoKA） 

■ 1. 設計・施工実績 
以下は、代表者（一級建築士）がこれまでに手がけた内装、および先行する「横須賀フナコシアトリエ実験場」の
実践写真です。自主施工であっても、プロの監理のもとで高い安全性と意匠性を両立したハード整備を行います。 

 
内装設計 参考例                  フナコシアトリエの改修途中の経過展示  

■ 2. 「営公連携（タイムシェア）型」の自活収支・運用サイクル図 
公的助成金をランニングコスト（維持管理費・水道光
熱費）に1円も依存させない、持続可能な自営経済の
仕組みです。平日の建築実務による売上から、パブリ
ック空間の「使用料」として個人の家計へ資金を補
填・充当し、それによって住宅全体の固定費を安定し
て支えることで、月1回の「静かな図書室」や「自主
施工見学日」を10年間、家族に経済的負担をかける
ことなく確実に地域へ無償還元します。 

 
■ 3. 技術的・法的適合性の事前検証（事前協議事項） 

本提案の実施設計および施工・運用に際しては、建築士の専門知識と職能に基づき、関係省庁および事務局と事前
に以下のすり合わせを行い、確実な法的適合を担保します。 
① 事務局指定の「対象範囲」および「営利・法人活動」の物理的な空間分離 
● 普請事業申請エリア（2階パブリック空間）からは、営利目的の個人事業主や法人事務所（1階）や、全国への貢献を意図したNPO法人活動（将来計

画）と、空間・動線を明確に切り分けて物理的に分離して運用します。 

② 兼用住宅としての法適合（建築基準法上のすり合わせ） 
● 実施設計に入る前に、1階（事務所・生活スペース）および 2階（住宅セカンドリビング・まち普請スペース）の全体構成が、兼用住宅（建築基準法第

48条、令第 130 条の 3）の要件（住宅の割合 1/2 以上など）として適正に適合するかどうか、「第 48条ただし書き」等の適用も含めて、特定行政庁
等の関係省庁と事前に綿密な事前協議を行います。 

● 万が一、兼用住宅としての成立が法的に困難と判断された場合は、速やかに部分的な事務所兼用への切り替えも含めて、行政・事務局と柔軟な修正・代
替案のすり合わせを行います。 

③ 自宅エリアへの部外者立ち入りに関する法的確認 
● 不特定多数の立ち入りが認められない住宅用途部分（1階リビング等）のDIY 見学プロセスにおいては、一般公開（不特定多数）ではなく、完全な「予

約制」や、すでに対話を重ね信頼のおける知人となった「友達(近隣住民等)」の立ち入りに限定する運営ルールとし、住居としての法的な定義および防犯
上の安全性を厳格に担保します。 

④ 構造・耐震面の詳細な安全検証 
2 階アトリエの開放、間仕切りの造作、可動壁の設置計画に伴い、既存の軸組および耐震壁の位置を詳細に調査。2階の耐震安全性を損なうことのないよう、
構造壁・柱の位置を精密に特定し、必要十分な補強計画を含めた設計検証を施工前に並行して実施します。 


	1次提案書
	位置図
	現況写真
	活用イメージ図
	その他資料

